令和２年度福井県原子力防災訓練について

福井県安全環境部危機対策・防災課　寺井優介

【１ページ】
福井県危機対策・防災課の寺井と申します。本日はよろしくお願いします。
　私からは昨年の８月に実施した福井県原子力防災訓練についてご説明をさせて頂きます。
　今回は「避難所・避難生活学会シンポジウム」ということで、原子力災害時の避難所について具体的にお話をさせて頂きたいと考えております。

【２ページ】
最初に、今回の原子力防災訓練の概要から説明をさせて頂きます。福井県では毎年１回、原子力総合防災訓練を実施しており、今年度は８月２７日（木）に実施しました。対象の発電所は関西電力株式会社の大飯発電所と高浜発電所で、両方の発電所が地震により事故を起こしたという想定で実施をしました。
　訓練は嶺南の各市町で実施をし、訓練に参加した機関は、内閣府、福井県、おおい町、高浜町、小浜市、若狭町、美浜町、敦賀市などの自治体や、自衛隊などの実動機関、関西電力などの約４０機関約３００人が参加しました。
訓練にはおおい町に住む住民約５０名に参加して頂きました。

【３ページ】
訓練想定は、福井県内で新型コロナウイルスの感染症が発生している中、大飯発電所３号機ならびに高浜発電所４号機において、若狭湾沖を震源とした地震による外部電源喪失後、原子炉冷却材の漏えいが発生し、非常用炉心冷却装置が作動。
　さらに、ディーゼル発電機等の故障により非常用炉心冷却装置による注水不能により全面緊急事態となるという想定で実施をしました。
　訓練項目としては、こちらにある（１）から（１０）の項目を実施しており、今回は特に（４）住民避難訓練、（５）一時集合施設開設運営訓練、（６）避難所開設運営訓練についてご説明をさせて頂きます。
　まず、原子力災害時の避難については、大雨や地震の避難と大きく異なる点として「広域避難」になります。大雨や地震の場合は、自分が住んでいる近くの避難所に避難することになりますが、原子力災害時には事故を起こしている発電所からなるべく遠くに避難するということが原則になります。
　特に、原子力発電所から５キロ圏内の住民の方は放射性物質が放出される前に避難をすることになります。また、発電所から３０キロ圏内の住民の方も空間放射線量が一定の数値を超えた場合には避難をすることになります。
　避難の方法は原則として自家用車になりますが、自家用車をお持ちでない方は家の近くの一時集合施設に集まっていただき、そこから県が用意したバスに乗って避難をして頂くことになります。

【４ページ】
　今回の訓練対象地区は大飯発電所の５キロ圏内のおおい町大島地区です。
訓練内容としては、記載にある通り、一時集合施設の開設・運営訓練、屋内退避訓練、バスによる住民避難訓練、避難所開設運営訓練です。
　
　流れとしては、まず、９時からおおい町職員が一時集合施設であるはまかぜ交流センターの一時集合施設の開設をはじめました。１０時に防災無線により住民の方へ避難するよう情報伝達を行い、住民の方は一時集合施設に集まり始めました。
　コロナ感染症流行下という想定で実施しましたので、一時集合施設では受付を屋外に設置し、そこで検温・問診を実施。避難者は、健康な方、濃厚接触者、発熱などの感染が疑われる者の３つに分け、濃厚接触者と発熱などの感染が疑われる者については部屋を隔離しました。
　１１時４５分に県が用意したバスにより２８名の方が避難先である敦賀市のプラザ万象に避難を実施。バスは濃厚接触者用バス１台、感染疑い者用バス１台、一般避難者用バス１台の合計４台で避難をしました。
　１２時４５分に避難所である敦賀市のプラザ万象に到着。避難所でも一時集合施設と同じく、受付を屋外に設置し、そこで検温・問診を実施。避難者は、健康な方、濃厚接触者、発熱などの感染が疑われる者の３つに分け、濃厚接触者と発熱などの感染が疑われる者については部屋を隔離しました。
全体の流れとしては、以上となります。
ここからは一時集合施設、バス、避難所に分けてご説明します。

【５ページ】
５ページが一時集合施設である「はまかぜ交流センター」のレイアウトです。受付は一時集合施設の外に設置し、ここで検温を実施し、あわせて濃厚接触者かどうかを確認しました。また、受付でマスクの着用を確認し、手指消毒を実施しました。
　スペースは一般避難者スペース、濃厚接触者スペース、感染が疑われる者（発熱者）スペースの３つに分けました。一般避難者と濃厚接触者・感染が疑われる者は交わることがないよう、段ボール間仕切を設置しました。

【６ページ】
こちらのページは訓練時の写真です。施設外受付での検温については、職員はガウン、フェイスシールド、マスクを着用しています。ここでの課題の一つして、屋外で検温を実施すると通常よりも高い体温になってしまうという点があります。日の当たらない場所で実施するなどの対応が必要だと感じました。
　通路の段ボール間仕切については、おおい町が保管しているものを使用しました。また、今回は避難者１名に対して１つのパーテーションを用意して訓練を行いました。
次にバスでの避難についてご説明します。

【７ページ】
原子力災害の避難の際に、大雨や地震の避難と大きく異なるのは、バスに乗っての避難があるという部分です。
　まず、健康な方の感染疑い者以外のバスについては、十分に座席間隔を空け、運転席後方の２列は使用しない形としました。また、運転席横にビニールシートを設置しました。
　感染疑い者、濃厚接触者のバスについては、座席は１列おきに使用し、こちらも運転席後方の２列は使用しない形としました。こちらのバスは運転席横のビニールシートに加えて、座席にもビニールシートで養生を行いました。
　今回の訓練では自衛隊にもご協力を頂き、バスの運転手のみなさんにバスの養生の方法についての研修会もあわせて実施しました。
　次に避難所であるプラザ万象での訓練についてご説明します。

【８ページ】
こちらの避難所での対応については、一時集合施設と内容は変わりません。
　受付は一時集合施設の外に設置し、ここで検温を実施し、あわせて濃厚接触者かを確認しました。また、受付でマスクの着用を確認し、手指消毒を実施しました。
　スペースは一般避難者スペース、濃厚接触者スペース、感染が疑われる者（発熱者）スペースの３つに分けました。


【９ページ】
９ページが避難所のプラザ万象での訓練の様子になります。
　こちらでも施設外受付で検温を行い、一般避難者スペースでは間隔を取って座って頂きました。
　また、参加した住民の方にも間仕切の設置体験をして頂きました。

【１０ページ】
最後のページは、原子力防災関係者が集まる原子力防災センターでの訓練の様子です。福井県には原子力防災センターが高浜、大飯、美浜、敦賀と４箇所あり、発災した発電所に最も近い原子力防災センターで、原子力防災関係者が集まり事故への対応を行うことになります。
　原子力防災センターに入る前にも検温を実施し、マスクの着用確認、手指消毒の確認を行いました。
[bookmark: _GoBack]以上、私からの原子力防災訓練についての説明でした。ありがとうございましました。









